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].Brahmsの日本文化の影響による作品についての試論
A study of the influence of Japanese culture on 
the J.Brahms' works 
古瀬徳雄
要約:エジソンが録音機器を1877年に発明した12年後，ブラームスがピアノでくハンガリー舞曲第1番>を
シリンダー録音し，後で「ブラームスJと叫んで、いる声を放送で聴いた記憶があるが，この声は自身によ
るものか，他者が紹介している声なのか判別が難しいとされている (1) この頃， ドイツ音楽の巨匠の3大
Bの一人である彼が，日本音楽と出会い，興味を示したといわれている.白いあごひげを蓄えたブラーム
スが，妙齢な女性の奏でる『六段』の隼の調べに耳を傾け，楽譜に見入る姿が四曲一隻の扉風に描かれて
いる (2) プラームスの真髄は ドイツ音楽そのものの伝統が隅々にまで浸透していることは言うまでもな
い.慎重な計画性と入念な仕上げは，重厚な表現を生み，絶対的な孤独や諦念に満ちた汗情性と秘められ
た憧れの表出が，質朴な人間性となじみながら深化し，浄福の味わいを持つに至っている.その彼が，日
本文化の到来に刺激を受け，作品構造のひとかけらに，にじませていったものがあるのではないかと，そ
の発見に取り組むことにした.そこで， 1888年頃， r六段』をウィーンで聴取した年に一致する彼の作品
〈二重協奏曲〉に焦点をあて，日本文化の作風への波及について論じたものである.
Key Words :二重協奏曲，六段，戸田伯爵夫人，和声的短2度
はじめに
ブラームスの作曲した (Konzertfur Violine und 
Violoncello mit Orchester)作品102は，通称Doppelkonzert
の訳〈二重協奏曲)(以下同様)が使われている.この
曲は， e-d-h， c-h-eをf(フォルテ)でmarc. (マルカー
ト)の同一リズムで切り刻むように開始する.続いて，
独奏の Vc.の22小節にわたる大上段の独自には，豊かな
和音奏法，複音の pizzicatoによる響き，休符による聞は，
西洋音楽の流れとは異なった味わいを持っている.第2
楽章は5音音階による東洋風な旋律であり，第3楽章の
軽妙な民謡風主題は半音階を使っているが，ひとつの糸
を押さえて「つぼ」をずらすだけで魅力的な響きは生ま
れそうである.なぜそう感じるのか，音の仕組みはどこ
にあるのか， ドイツ音楽の継承者として，伝統を守る彼
の作品群とは少し距離をとったこの手法はどこからきて
いるのか，それを見つける手がかりとして，プラームス
の蔵書の中に「日本民謡集Jという表題を持つ楽譜が発
見され，彼がジプシー音楽と同じように日本の伝統音楽
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にも興味を持ち，検討していたことがわかった (3)そ
こでウィーンにおいて『六段』の演奏を楽譜を手に鑑賞
した時期に作曲にあたっていた〈二重協奏曲〉を取りよ
げ，日本文化の影響の所在を確かめていくことにする.
1.交響曲・歌曲に表れる短2度
まず〈二重協奏曲〉の第 1楽章の固(口は小節番号以
下同様)にある短2度による半音のぶつかりである.こ
の特異な響きは，彼に共通した特性なのか，この曲に限
定されて表れただけなのか.ブラームスの作曲技法の特
徴は，動機を労作し，その動機の細胞にあたる断片，律
動がまた別の動機と関連し提示部 展開部から楽章全体
に秩序と統ーをもって拡がり 色彩豊かな対位法と室内
楽的な級密な構造を駆使している.彼の短2度の特性に
ついて4つの交響曲の動機と 歌詞を伴う歌曲から見つ
け出し， {二重協奏曲〉の持つ短2度と対照させ考察して
いく.
( 1) <交響曲第一番>
主題の基本動機は c-cis-dのVn.Vc.による旋律主要部
の半音階的上行に対して，管楽器と Vla.は反行して下行
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をとり，これが対位法的に緊密な音楽を構成している.
提示部の Allegroに入っても保持され， Vn.の跳躍的旋律
線に対して基本動機の半音階的上行を対比的に際立たせ，
また第2主題には基本動機の半音階的下行による反行形
がみられる.第2楽章では基本動機が主題の旋律の断片
を成し，第3楽章でも挿入句に見られる.第4楽章にこ
の形はないが， c-ιcの3音による半音の動機を刺繍的音
型とすれば，随所に用いられ特にコーダでの執劫な繰
り返しは圧倒的である.
( 2) <交響曲第2番>
基本動機は d-cis-dの刺繍的音型を成し， Vc.Cb.に提
示され，それは Hm.によるこの音型の反行形のかfis-eと
して表れている.展開部やコーダでも，縮小して頻繁に
登場する.第2楽章では副次的な楽想の中にも見つけ出
すことができ，第3楽章では縦線を跨いだ反行形の h-
cis-hになっている.第4楽章では，冒頭から第 l主題の
基本動機として休符を挟んでd-cis-dで使われ，縮小しで
も明確になり，後半では3連符になるが，基本動機の刺
繍的音型は生きている.
( 3) <交響曲第3香>
基本動機は f-as-fの上行跳躍である. しかし終楽章に
は刺繍的音型c-h-cが顕在している.これは<第 2香>の
基本動機の d-cis-dにも符合する.短2度を持つ基本動
機が3つの交響曲にも繋がっているところから，共通し
た動機の刺繍的音型として捉えると， <第 l番>の第2
楽章のVc.Cb.の動きにあり，第3楽章では，主部と中間
部にこの動機がある.この交響曲でも，第 l楽章の第2
主題，第2楽章の主要主題，副次主題，伴奏音型，第3
楽章の主要主題の中間部にも刻まれている.
(4) <交響曲第4香>
冒頭の旋律美に満ちた基本動機は 3度音程とその転回
音程からきている.刺繍的音型はどこにあるのか.第 l
楽章の第 1主題の後半のフレーズに 第3楽章では主題
に，第4楽章でも第3変奏，第12変奏に見られる. しか
し第2楽章の教会旋法や第4楽章のパッサカリアの様式
に象徴されるように，この交響曲では各楽章が独自性，
個性を持ち，独立性が強い.基本動機による有機的全体
統ーをもっく第3番>までの構成に比して，短2度を駆
使した動機の扱いは，厳格さを保持していない.
( 5 )歌曲(出版作品による) 短2度が完全4度内に連続しているものを列記する.
作品名
曲名 小節 音名 歌詞作品番号 i合，，_方Eコ
l.Liebestreu 8 -10 c-des-d-es kommt stets in die Hoh 
Sechs 2b. Liebeund Fruhling 4 his-cis-dis-e-eis-fis Lufte Hauch 
Gesange 
5-6 ces-c-des Am Stromesrande op.3 4.Lied 
9 -10 es-e-f stecke dich，Taubchen 
Sechs 
Gesange Wie die W olke nach der Sonne 21司23 g -fis-eis-e-dis-d -cis blind zur Erde nieder fallt 
op.6 
Vier 
1.Die Kranze 
Ges益nge
40-41 e司dis-d-cis-c-h Hauptes goldne Pracht ergossen， 
op.46 4. An die N aghtigall 35-37 c-cis-d -dis-e Blick und totenbleich hager 
Sieben 5. Trost in Tranen 15】16 fis-eis-e-dis Tranen fliesen ga so s凶3
Lieder 
op.48 7. Herbstgefuhl 38-41 d司es-d-es山d-cis司d-cis-c-h -b ein nachtig truber kalter 
Liederund 
ach， eskonnen auch wohl 
Gesange 6. 8 -10 h -c-cis-d -dis-e 
op.57 
Huldgeberden 
Liederund 2. Auf dem See 43-45 e司es-d Gluck und Frieden 
Gesange 
3. Regenlied 57-59 c-cis司d-dis-e-f-e kalteTropfen aufzufangen， 
op.59 
Funf 
Lieder 2. Auf dem See 16-17 h-c-cis-d Deine Wellen rauschen 
op.106 
Funf 
Lieder 2. Salamander 22-23 g-fis-f -e-dis-e die heise Liebetut. 
op.107 
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交響曲における動機は上行半音階と刺繍音型に大別さ
れ，短2度を持つことに特徴があることには1、目違なかっ
た.歌曲作品においても連続的短2度をもつものが見ら
れたが，それらはすべて順次的，旋律的短2度であって，
〈二重協奏曲〉の同時に鳴らされる和声的短2度ではな
い. しかも強拍部での同時的な半音の衝突であり，この
用例は、彼の他の作品に見られないもので，特殊で斬新
なものであると言える.
2. ブラームスと『六段』の楽譜
ウィーン楽友協会の「ブラームスの遺産Jの目録に，
タイトルは Japanische Volksmusik (日本の民俗音楽)で
あるが「日本民謡集J(1888) と訳されている楽譜があ
る (.1) 曲集は 5曲からなり， ドイツ語による各曲の表
題は， (1) I宮様:軍歌J(2) Iひとつとや:民謡J(3) I春
雨:雨期の夜の歌J(4) Ir六段j:筆のための 6部よりな
る器楽曲J(5) Iみだれ:筆のための12部よりなる器楽曲j
となっている.楽譜の体裁は，ピアノ用2段譜面で，表
紙には手書きの原譜に基づく歌曲，器楽曲集であり，ハ
インリヒ・フォン・ボクレット教授 15J により， 19世紀
後半の和声が付けられ，ピアノ曲に編曲と記されている.
最上段に「ウィーン駐在日本帝国公使戸田伯爵閣下に謹
んで献呈」と印刷されているほ
この「手書きの原諸jが，何に基づいて書かれたか.西
洋の五線の記譜による日本の旋律曲に関する 5人の楽譜
が，現在の東京塞術大学に残っている (iJ フィリップ・
フランツ・フォン・シーボルト(1796~1866)は，江戸
時代末期に2回出島に滞在しオランダ医学を伝えた.オ
ランダに帰国した1836年にライデンで「日本の旋律J7 
曲を出版した.フランツ・エッカートは1879年 ~99年に
滞在し， I行進曲JI君が代」の吹奏楽用編曲，.I小学唱
歌集Jが保存されている.ギョーム・ソーヴレットは，
1885年 ~89年に音楽取調掛で教鞭をとり「日本ワルツJ
を出版し， 4人自のルドルフ・デイトリヒは1888年 ~94年
に滞在し，日本で採譜した「日本民謡集Jの6曲を， 94 
年にライプツイヒで出版している.5人目のシャルル・ル
jレー は， 1884年 ~89年に陸軍軍楽隊の教師を務めたフラ
ンス人で， I日本とシナの旋律集」と題する曲集をフラン
スで87年に出版している. IひとつとやJI春雨jを含む
第 3集の表紙には， 1882~ 1902年に滞在したジョル
ジユ・ピゴーの描いた，三味線を弾く日本女性が印刷さ
れている.これらには『六段』は見当たらない.
これら以外の原諸の可能性としては， 1873年横浜で学
J.Brahmsの日本文化の影響による作品についての試論
術刊行物の「東アジアの自然および民俗学に関するドイ
ツ協会報告J(MOAG)第l巻に， A.R.ウエーパーなる
人物が，新潟で[ひとつとや」を採譜し，第2巻の第2
曲はエッカートが「春雨」を，第4巻には『六段』が掲
載されているが，いずれもボクレット版と一致しない.
次に隼曲の伝統記譜はすでに江戸時代からあった.た
とえば「隼曲指譜J(1772年明和9年)や「等曲大意抄」
(1779年安永8年)に『六段』の楽譜がある.こうした
伝統記譜は印刷本ばかりでなく，筆写本も流布した.こ
の種の伝統記譜の筆写本をウィーンに流れた可能性は強
い.また西洋記譜による f六段j(1888年明治21年10月)
は，東京音楽学校が学校教育に資するために，山田流筈
曲20曲を「筆曲集j第l巻にまとめ，その最後に『六段』
がある. しかし筆を演奏しないボクレットが，事の伝統
記譜を眺めても音楽を読み取れることができるであろう
か.彼が日本の伝統記譜法を理解することができたとす
るなら，隼の達人による実演を交えた説明が必要となろ
っ.
誰がボクレットのために， 1887年頃ウィーンで演奏を
したのであろうか.ここで考えられるのが戸田氏共伯爵
(1854~ 1936)である.彼が駐填全権公使に任命された
のは， 1887年6月29日で，同年10月に8代目オーストリ
ア，ハンガリー，スイスの全権公使としてウィーンに家
族を伴って着任する.戸田伯爵の夫人となった極子
(1857~ 1936)は岩倉具視の長女で， 1871年に氏共と結
婚した.極子夫人が幼少の頃から山田流の筆曲に堪能で
あり，日本から隼を携行しパーテイで演奏したことは考
えられ，ウィーンの日本公使館でも極子夫人が再々奏す
る機会があったであろう.またボクレット自身が戸田伯
爵の子息にピアノを教えており，こうしたことから極子
夫人の筆の演奏を基に，五線紙に楽譜を起こすことがで
き，それが出版楽譜へとつながっていったと考えられる.
そして後に，プラームスがボクレット版の「日本民謡集J
の楽譜を手に，極子夫人の実演を聴きながら，演奏と楽
譜の異同を記入したのではないだろうか.その書き込み
は『六段Jの最初の部分に集中している.
この頃のプラームスの作曲した作品を見てみよう.
1886年には<チェロソナタ第2番>作品9，<ヴァイオ
リンソナタ第3番>作品108，<ピアノ三重奏曲第3番>
作品101を作曲し、〈二重協奏曲〉への計画は満を持して
いた.特にピアノ三重奏曲の演奏形態である Vn.Vc.
の手法を修得し，ピアノパートの管弦楽化への力量を最
も発揮できる状態になっていた.ブラームスは1887年4
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月25日にウィーンを出発、イタリア経由で 5月中旬に湖
畔の町，トゥーンに到着し〈二重協奏曲〉の作曲にかかっ
ている。 7月にはヨアヒムに，この曲について意見を問
う手紙を送り，その後の8月中に完成している.
この日付であると，ブラームスが極子夫人の等曲の実
演を聴く可能性のある1888年10月以降に先行し， (二重
協奏曲〉は日本音楽の影響を受けた作品とはいえなくな
る.さらに楽譜に書き込んだとされる「日本民謡集」の
出版年については，欧米各地でも提携販売されたが，
ニューヨークのシャーマ一社の表紙には1888年の版権が
記載され，書評も1889/1890年の「新ウィーン音楽時報」
に掲載されており，批評者はエドゥアルト・フォン・ハ
ンスリックとなっている.1890年7月までに戸田伯爵は
駐在していたので，r日本民謡集jの謹呈の記述の日付と
も合致し，出版年は確定的となってくる.
しかし，ブラームスが極子夫人の演奏時に直接楽譜に
書き込んだといわれるが，出版に至るまでには，事前か
ら原稿を作成する期間が必要であり，ボクレット一人だ
けの刊行とは考えられない.極子夫人の演奏を聴く機会
の最も早い年は1888年になるが，その時，楽譜が存在す
ることは，それまでに日本文化受容への暦時が必要であ
る.古くは，天正の少年使節以降，支倉常長のローマ行
きがあり， 1862年4月16日には徳川幕府が遣欧使節とし
て竹内・松平-京極の 3氏と随員数名がフランス側より
パリオペラ座に招待された.このとき福沢諭吉が随行し
ている (8)つまり，早期からブラームスは日本の伝統
音楽に対して造詣を深める機会が多くあったのではない
か.さらに日本文化との接触の可能性には，次のことが
考えられる.
(1)1878年のパリ万国博では，式部寮から雅楽の「楽器
八箱」のほか，舞楽ノ図額，音楽解説書が送られた.楽
器だけの陳列ではわからないので五線紙の楽譜で笠の和
音の構成が展示された.その楽譜をドビュッシーが見て，
雅楽の持つ深い精神性に触れ，遥か東洋の音楽を作風に
取り入れていく (9) (2)1873年ウィーン万国博覧会がプ
ラタ一公園を会場に聞かれ，これが近代国家を歩み始め
た日本の産業や文化を紹介する場となり文学や美術にも
影響を与えた.(3)戸田伯爵赴任前の1873年にはウィーン
に日本公使館がすでにあったこと.(4)1887年の 4月6日
のウィーン楽友協会の芳名録に漬尾新，片山園嘉，岡倉
覚三(天心)の名がある(10) (5)サンサーンスのオペラ<
黄色の王女>(1872)は，扇子に描かれた日本の王女に
恋するオランダ人科学者の話で，パリ万博によるジヤポ
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ニスムから生まれている.またキモノは欧州の社交界か
ら市民階級にまで及び，社会的制約から離れた家庭内の
室内着にも取り入れられた.拍車をかけたのがオペラで
アンドレ・メサジユくお菊さん>(1893) ピエトロ・マ
スカーニ<イリス> (1896~98) など日本をテーマにし
たオペラが上演され， <蝶々夫人>(1904) につながっ
ていく.(6)年代順で、はギルパート&サリヴァンは日本を
題材とする<ミカド >1885年(明治18年)が先行して作
曲され，イギリスで初演され以後672回の公演が記録さ
れている.序曲には「宮さん，宮さんJが使われ，第二
幕にもテーマが出てくる.後に<蝶々夫人>にも採られ
ることになる.(7) (二重協奏曲〉の作曲の前年にあたる
1886年の出来事として，エドゥワルド・レメーニ(1830
~98) の鹿鳴館での演奏会がある.彼は，ハンガリー出
身のヴァイオリニストでブラームスの青春時代に演奏旅
行をともに行った. 1842年 ~45年までウィーン音楽院に
学び¥学友にはヨーゼフ・ヨアヒムがいる.ワイマール
を訪れてフランツ・リストの好意によって指導を受け，
1854年にはヴイクトリア女王のお抱えヴァイオリニスト
になっている. 1886年に世界一周旅行を開始，向年 7月
に伴奏ピアニストのイシドール・ラックストーン，ソプ
ラノ歌手ルイーザ・マルケッティとともに来日し，神戸
の居留地にあった劇場で 2公演を行い， 8月には横浜の
居留地で 5公演を聞いた.東京では 8月10日の畳に明
治天皇を始め，昭憲皇太后や小松宮彰仁親王，有栖JI 
蟻仁親王の御一家などが列席し，夜にも鹿鳴館で演奏会
を開いている。東京日日新聞は(8月12日付)では，レ
メーニに関して「中年を越えたる年輩にして頭は禿げ眼
光鋭くして一見して其技芸の達人たる容貌を備えたりJ，
「絶技のワイオリン(ヴァイオリン)を奏したるに序破
急の調子の妙なる聴くものをして走然たらしむに及へ
りjなどの記事が残っている())) 8月1日に行われた日
本での最後の演奏会では，演奏中に按摩師の笛の音が演
奏会場に聞こえてくるハプニングがあり，レメーニはこ
れに激怒して演奏を一時中断して，音が聞こえてきた方
を院みつけたという.
戸田伯爵が駐填全権公使に任命される前年の1886年に，
ブラームスの親友のレメーニが来日し，鹿鳴館で演奏し
た事実から判断すると，ブラームスが鹿鳴館での雅楽や
等の演奏の模様や，日本音楽の音階や手法を聞いていた
としてもj夫しておかしくない.
これらから日本音楽に対する情報は，ブラームス周辺
には1887年以前から届いていたことに相違なく， r六段J
についても， I日本民謡集」の出版を待つまでもなく，
ウィーンで最も著名な作曲家の指示するところでは，入
手が可能であったのではないか.
3. {二重協奏曲〉の作品分析
「視点， J日本音楽の視点から， {二重協奏曲〉が影響
を受けていると考えられる根拠
( 1 )二つの調子
Vn.だけでなく Vc.も独奏楽器に加えた.Vc.の調弦
はc-g-d-a，Vn.はg-d-a-eと計8本の絃を筆に見立てた.
共通音は g-d-aである.{二重協奏曲〉の冒頭、の e-d占(ミ
レシ)は， ミを基音とする「平調J(ひょうじよう)で，
木の葉の落ちる秋の物悲しい響きを持ち，管弦楽総奏部
のa-g-e(ラソミ)はラを基音とする「黄鐘調J(おうし
きちょう)では，開放的で拡がりのある趣きを持ってお
り，対比した二つの調子で配置されている。冒頭のe-d明h
のテーマは， I宮さん，宮さんJと同一音程である.
( 2 )援絃と鞄鼓
独奏Vc.の和音の pizz.は明らかに筆曲の奏法を披漉
する.隼の奏法は篭甲でできている「琴車LJでかき鳴ら
したり (arpeggio)，また左手で絃を押さえ，その中の一
本だけを余韻として残す弾き方である. {二重協奏曲〉の
独奏Vc.の図の 3音 g-h-dでは dが，図の 3音 f-a-dでは
a，dが，図の 4音 e-h-d-aでは d，aが開放絃であり，絃を
押さえても，押さえなくても演奏でき，また余韻を残す
ことができる音であり，残響が不思議な音質感を醸し出
すことに成功している.回から固まで，また匝司から弦
楽器の伴奏による等間隔に切り刻んだ stacc.は，鞠鼓の
tremolo奏法による音色と一致する.樽型の胴の両端に
皮が張ってあり，革ひもで締め付け皮の張り方を調節す
る.台に乗せ先端が丸くなっている援で打つと自然に
tremoloを生み出している.
( 3 )短2度(半音)の調節
隼は古代中国・秦の時代に誕生したといわれ「教訓抄」
の巻第八に楽器の説明がある.絃の数も12ヶ月から12
絃になり，閏月の l本を加えた13絃のものが奈良時代に
伝わった. r六段』の作曲者である八橋検校(l614~1685) 
は，寛永年間に江戸に出て筆曲を習い，大胆な改革を試
みた.楽器と爪を音量が大きく独奏に向いたものに変え
た.隼の基本的調絃であるから琴柱を動かした新たな調
絃法から半音階を持つ「平調子J(ひらじようし)を考
J.Brahmsの日本文化の影響による作品についての試論
案した.これは三味線の奏法である左手でツボを押さえ
てずらして音を作る奏法から影響を受けたのであろう.
半音の下降は〈二重協奏曲〉の第3楽章の主題に現れる
が，筆では爪弾く側と反対の琴柱に近い部位を指で圧力
をかけて音高を変化させて奏す技法である.
( 4) r六段』の隼の調弦，音階
『六段』の等の調弦は平調 eを基音とする「平調子j
(ひらじようし)を示す. [譜例2]{二重協奏曲〉の総
奏による白の e-d-hのdは絃にないが，回の c-h-eは調絃
音である.巨m，~の独奏楽器によるテーマも同じ仕組
みになる.2回目の総奏による第 l主題の提示も図の a-
g-eのgは絃にないが，図の f-e-aは調絃音である.第 l
主題の 6 閣の出現は、白，~が e-d-h，図，医ill ， ~が
a-g-e， ~がf-es-c と出発音は 3 類型ある.これらはすべ
て8度内に配置された 6音列で、これを 2群に分ければ，
前者は長2度，短3度，後者が短2度，完全5度で構成
され両区分が短2度で結ばれ， 3類型とも一致している.
日本音階には陽旋法と陰旋法があり，主音と短2度の音
程をもつものが陰旋法になり，さらに3種に分類される.
[譜例3]主音を eに表記しているが，どの音を主音に
しても同様に得られる.r六段』は陰旋法(3)に基づいてお
り， {二重協奏曲〉の第 l主題も陰旋法の(1)と(2)の併合と
も， (3)の上行型を下行に使用したとも解釈できるが，陰
[譜例 1J 
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旋法に集約されることに相違ない。
( 5 )半音階の多用
第3楽章の回の第 1主題の半音下降は，三味線の奏
法から来ている.反対に半音階上行の用例は第 1楽章の
固の slur，staccato， sf でずらしていく効果が，~，医3
に独奏Vc.に鮮明にでてくる.また半音階の連続の g-
gis-a， e-f-fisを， ben marc.で反復し， 2回目は e-eis-fis，
cis-d-disとなり，半音階の用例が明確に表れる.
( 6 )跳躍する重音の多用
第l楽章の図，図の独奏Vc.の8度の連続半音上行
は， ドヴォルザーク<チェロ協奏曲>に用例があるが、
ここでは16分音符分の時差を持つためさらに演奏が至難
である.この発想の源は Vn.Vc.の計8絃に拡げたこと
で筆に近づき、援弦楽器としての特性を活用し，効果が
一段と発揮できるようになっている.第3楽章の図から
固にかけての独奏Vn.の2度から 7度の跳躍する重音と，
独奏Vc.の3度から 6度， 7度に跳躍する重音は， Vn. Vc. 
の共通の開放絃にあたる dを介して掛け合うが，それは，
筆の平調子の開放絃とも一致する.異なる二つの楽器を
選定した作曲者の意図が伺えるところである.
( 7 )異種の併用
第2主題を見ると 2層構造で旋律音が全音からなる 2
度に対して，対旋律が絶えず半音の動きを示す.雅楽の
管弦の演奏を聴いたとき メロデイーを受け持つ管楽器
と，弦楽器の音階が違うように，旋律は長音階なら伴奏
は短音階を同時に奏し 龍笛の節を邪魔する筆築のよう
に聞き手に選択を与え どれかに専念聴取するような仕
組みである.この不思議な異種による重なりは，打楽器
群の鉦鼓，鞄鼓，太鼓，弦楽器の隼と琵琶の組み合わせ
にも耳にすることができる.
「視点2J西洋音楽の視点から， {二重協奏曲〉が影響
を受けていると考えられる根拠
( 1 )第 l楽章
a mollのこの曲は， e (属音)で始まる管弦強奏による
unisonの第一主題の提示で開始され、これを Xとする.
e-eの8度に e-d-hの長2度と短3度， c明h-eの短2度と完
全5度からなる音程構成である.e (属音)で開始し，旋
律短音階での上行は amollの提示を予測させるが，独奏
Vc.はd(下属音)で始める.独奏部の回の早期開始は，
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ピアノ協奏曲第2香の回に次ぐ.in modo dun recitative， 
ma sempre in tempo :テンポを守り，レシタティーヴォの
様式でとの註がある.回では amollの主和音の46和音を
旋律に使い，後半にテーマの半分を使い，付点四分音符
と八分音符を繰り返しながら， ドッペルドミナントを介
して続けられる.固から eを基に e-eのオクターブ跳躍
が3回あり，次にe-dと2度下行しそれから d-hとさらに
3度下行している. [譜例 4Jこの「オクターブ上行し
2度下行Jし，さらに 3度下行は， r六段』の固，回の，
オクターブ上行， 2度下行，さらに3度下行と共通である.
そして Vc.のpizz.の奏法による複音の響きは、和楽器の
擦弦楽器を想像させる.ベートーヴェンの5曲の<チェ
ロソナタ>のpizz.は単音のみ、彼の<チェロソナタ第2
香>の第2楽章の Fisdurの主音を pizz.で単音によって
開始するが，和音による pizz.は，まさに先駆的であり，
あのコダーイの<無伴奏ソナタ>の用例が1915年である
ことからすれば，この使用を決定づけた動因は，隼によ
る特筆すべき響きが彼の耳に残響していたことが推察で
きる gisが表れ，そのまま終止に向かうところを， arco 
で弓を持ち fで音を膨らませeに落ち着き，それを属音
にして Adurに進む. [譜例 5J一方，第2主題は Hm.
のeの持続音を壁に，図でCl.Fl.がdolceで第2主題を奏
でる.これを Yとする.
図の Hm.とFg.にもこの楽章の特徴である e/fの「短
2度のぶつかりjがある.独奏Vn.の図の2度による和
音とオクターブ跳躍が4回，第 l主題の第 1小節を使っ
て現れ，r六段jの2度とオクターブの特徴がまたしても
一致してくる.そして， Vn.が2度の転回の 7度を多用
[譜例4]
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し， Vc.の独奏も跳躍的旋律を重ね，オクターブの平行
進行で amollのカデンツの後，管弦楽による強奏で第 1
主題を提示する.この主題提示も 2小節半までが共通で
あるが3連符の後，途絶えて変型している.この主題の
「変型」が『六段Jとの共通点のひとつの鍵になってく
る.さらに主題の10小節間の長い提示が休符なく途切れ
ていないことも際立つており，r六段』も旋律は8小節か
ら1小節間，フレーズは切れ呂なく続いており，両曲に
共通である.次にプラームスの今までにない手法がでて
くる.それが固，困の短い fmollの後，回の c/desのsf
による「短2度のぶつかりJはシンコベーションによっ
てさらに強烈である. [譜例 6Jこの半音の苦味は，ブ
ラームスの今までの作品になく，図は c/des，図では ajb
と瞬間的にでてくる.図から第2主題の発展には d-dis-
eの半音上行の 3音をもつが，これは交響曲にも共通な
動機で，~より多用される.また 3 音の半音上行型は
[ill]から第 l主題の第 l小節がでてくる.これを X1とす
る.Vc.でも良く鳴る音域で 4小節に変型し拡大しc
durの和声で奏し，つづく Vn.が第 l主題の第2小節を，
変型し拡大して Ddurで奏する.この中にもオクターブ
の旋律が含まれる. [@]の e/disの短2度の衝突は独奏部
にある.巴3には Ob.が第 l主題の第 l小節の gを基音
に，休符を挟んで変型してくる.[0]からは第2小節の
変型を Cl.が奏し，それは 6小節に拡大していく.これ
が第 l主題の原型Xに対して 2回目の変型の X2となる.
次に第 2 主題はどうなっているのか.~は独奏 Vc.
そして独奏 Vn.により第 2主題を奏していくが， e-d-e-h 
のhに伴奏楽器はcをとり， 2回の「短2度のぶつかり」が
生じる.Y1で、ある.[illQ]のパスの g-gis-a，eイイisの交響
曲の基本動機の 2回の半音上行匂は[@にも e-eis-fis，
cis-d-disとなり，重音による Vc.の高度な技巧が冴え渡
るところである.
次の強烈な「短2度のぶつかり」は、巨3では独奏Vn.
J.Brahmsの日本文化の影響による作品についての試論
Vc.2本でg/asを， fでmarc.とアクセントの指示により弦
楽器特有のソノリティを生かし効果的である.医司の第
2主題は，管楽器と Vn.IがCdurのc-hの「短2度の
ぶつかり」を持つが，オクターブの隔たりがあるのでこ
こでは目立たない Y2で、ある.直司，医司では、第 1楽章
の冒頭と同じ音が，ここでは独奏の2人に表れる X3で、
ある.ここは和声がついており fis/e，c/hは短7，短9を
内包し協和音を避けている.また独奏部に表れるトリル
は切れ目なく受け継がれ， F#dimi， G#dim7， C#dim7と進む.Fl. 
Ob.による第 1主題も bmoll， f mollと頻繁に調を変えて
いく.匿Eから 8小節間， cから 3オクターブと 7度，ひ
たすら上行のみの旋律が独奏によってシンコベーション
で執劫に繰り返されるが，和音背景はAbで、始まり、 Eは
Em， CはCm，Ab はAbmに琴柱を変えるがごとく，長三
和音と短三和音を l 小節おきに交代する.~で再現す
るが， 10小節の小節数は同じだが，最後の 2小節の和声
が変型している.[ill]で第 l主題が繰り返されるがOb.
でEコードの3小節と G.P.で休止し，楽器がFl.に交代
して転回し，これがX，となる.この G.P.の扱いは彼の
4つの交響曲， 3つの協奏曲にはない初めての用例で注
目に値する. 再現部の第2主題は Adurにより，医2か
らVn.独奏， Vc.の順に替わり，伴奏は3連符で互いに
独奏者が受け持つ.Y2で、ある.
医3の独奏Vn.と独奏Vc.の2度の衝突は，半音の先取
りが時差をもって明確につけられるため一段と際立つて
聴こえてくる. !Bilは Adurで管弦打の強奏による総奏
の厚い響きで鳴らされ，第2主題も変型を重ね，これが
もになる.医ヨに第 l主題が出てくるが，半分は医司に分
けられ縮小し， X4で、ある.それらの小節の旋律とパスの
音程は短7度，短2度をとり，いずれも BiとE9の和声音
で調和し，第 2主題は独奏の unis.で4小節と短くなり
巨司のぶつかりは， unis.で回避され， a mollに収赦してい
く.
このように第 1主題，第2主題とも定まった形を反復
するのとは異なり，調性を変え，旋律の長さを拡大し縮
小し，あるいは分断し，状況に応じて楽器を変え，リズ
ムを変型しもとの形を維持することはなく，それらは主
題の変型を繰り返している.この楽章において「短2度
のぶつかりJiオクタープ上行し2度下行Jと，この「主
題の変型」が，大きな特徴と言える.
( 2 )第2楽章
冒頭の小節はHrn.の単独で， 2小節は木管を伴うが2
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回とも a-d，e-aと4度である.4小節のテーマは Ddurの
第4(g)， 7 (cis)音を伴わない5音音階である.日と回は
unis.で回と囚は和声がつけられオクタープの上行旋律
をもっ.中間部は主調の短3度高い Fdurに転調し，旋
律は 2、3度のi幅にせまくしている.再現部は unis.で
なく 3連符の pizz.が用いられ静かな動きで閉じられる.
( 3 )第3楽章
Vc.独奏のいきなり始まる旋律には、 e-dis-d-c-hと5度
内に 3つの半音をもって下行し， e-a， g-cの上行の4度
も内包する民謡風主題である.この主題は陸2のpoco
meno Allegro で木管が，~の Tempoprimo.では，弦楽器
と木管楽器が時差をもった拡大型で表れる.図の a-gis-a，
図の g-fis-gに交響曲の刺繍的音型があり，国と固にそれ
ぞれ amollとGdurの独奏によって、八分音符から四分
音符に拡大して重音で響かせ段落をつけているのが『六
段』にも共通である。[譜例 7] Vn.のc/dの2度和音と
オクタープ跳躍は図，図にも登場する.困の第2主題も
g-c， c-f，ιaの4度を内包している.また固からの拍子
記号は， 3拍子が2小節， 4拍子が2小節と小刻みに変化
させ，ブラームスの他の管弦楽曲での， 2， 3拍子の変化
を明確にするための用例とは異なっている.この4拍子
では Cl.Fag.が5度内に 5つの半音をもって上行する.
[ITg]から Fdurの副主題は，第2楽章の第2主題の下行旋
律と同じく， 3連符の刺繍的音型が主体である.固から
のシンコペーションは amollで第 1楽章の拡大であるが，
あの短2度の車しみはここにない. 匡ヨに amollの総奏に
よる強奏の後，第2主題を医3から AdurでVc. が強奏
する.全曲の終止も一気に終止するのでなく， Timp.の
tremoloで一旦せき止めてから，落ちついて主和音を 2回
[譜例7] 
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総奏し，最終小節に改めて揃い直して終わる.
IV 結論
ブラームスがボクレットの「日本民謡集Jの楽譜を見
ながら，極子夫人の筆の演奏を目の前にして，メモをし
た自筆の書き込みをみつめてみよう. [譜例8Jx印を付
けた箇所と音符を書き加えたところを解釈し，考察して
いく.
( 1 )ブラームスが×印を付けた箇所
(1) gehendに付けている.r六段』の冒頭の速度標語
には， Ruhigとgehendの2語が併記されている.
RuhigはAdagio(ゆるやかに)で， GehendはAndante
(歩くような早さで)の意味を持ち，両語とも基本
的速度を示す標語である.これらの速さの異なるこ
語では演奏上，混乱が生じ、ブラームスは実演を聴
き，ゆるやかさが適切と考え gehendは除去すべきで
あると判断したため，記したと考えられる.
(2) Kotoに記している.琴柱を持つものはSouである
ので楽器の間違いを指摘している.
[譜例 8] 
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( 2 )プラームスが書き込みをしている箇所
回と回のこの高さの eは、平調子の隼では音域外で演
奏できないために 3本椋を付け削除した.書き加えた音
符は囚ではc，国では2箇所にc，回にはfを書き加え，い
ずれも短2度のぶつかりの音を漏れなく書き込んでいる.
筆跡からしても演奏を聴いた直後に記したものと思われ
る.これらの演奏された h/cとe/fの和声的短2度は，調
絃でも隣り合っており，開放絃で美しく響かせられ、筆
曲独特の味わいを持つものである.さらにこの短2度の
ぶつかりは，直後にすべてオクターブ上に跳躍している
ことである.c/h-c/h-( 8度)-h-a-f-eとオクタープ上行し
た後，次に 2度下行し，さらに 3度下行する。これらの
音も開放絃が使え，豊かな響きで無理なく演奏が可能な
ところである.また旋律線が途切れなく繋がっているこ
とも特徴で，回から最後まで切れることはない.
〈二重協奏曲〉の第 1楽章の特徴は， I短2度のぶつか
りJrオクターブ上行し 2度下行Jさらに 3度下行，そ
して「主題の変型」の三点であった.これらは『六段J
と共通で、，それは『六段Jから生まれ，影響を与えてい
る。なぜ，そう言えるのか。ブラームス自身が楽譜に直
接，短2度の音を何度も書き加えていたことから，彼が
実演を聴く前にすでに等曲の特徴を捉えていたことが明
白な証拠となってくる.この日本の事曲を代表する小品
を始めとして，日本の伝統音楽について研究していたこ
とは確かであり，この事実が〈二重協奏曲〉の開始に表
れた.しかし，第 l楽章に見せた顕著な影響は、第2楽
章，第3楽章となるにつれ，特徴との結びつきは減じ，
持続していっていない.つまり，日本音楽の影響も，ブ
ラームスが和声を付け，管弦楽法にかかると，一挙に音
としては，西洋音楽が鳴り出してくる.ブラームスが日
本の伝統音楽に基づく陽旋法-陰旋法から，その体系を
つくり，配列した音を使ったとしても，平調子の筆の調
絃に，美しい旋律と伴奏をつけることができ，美を表現
できる立派な奏者がいても，彼は長調・短調の和声の古
典的な様式の拡大で，絶対音楽の聖域の中で，西洋音楽
の手法の掌の中で融合させ，同化させ，叙情性と構築性
による音楽的建築を創造していくのである.ブラームス
は〈二重協奏曲〉において、欧州に流入した日本文化，
日本音楽の素材を扱おうと試みたが，それを全曲にわ
たって貫くことはしなかった.なぜなら，彼は未来を見
つめたり，表面的に東洋に自を向けたり，旋律を多彩に
したり，火花を散らすような技巧には関心を寄せず，過
去の古典派の作曲家たちの深い尊敬と厳格な自己制御を
J.Brahmsの日本文化の影響による作品についての試論
意図しながら，内面的な闘いから生み出され，洗練され
た表現のみを音楽の構築の理念として， ドイツ古典主義
の純粋な伝統に従って生きることを貫いたからである.
そのことを証明するようにプラームス回想録集に1895
年10月7日の日付で「最近， 日本人女性から夕食に招待
された話をしていた.彼女は本人の前でリートを歌いた
かったらしいが，プラームスは結局行かなかったという.
『ちょうど日本に発ったころだろう j(山」とブラームス
は言っている.これで戸田伯爵夫人権子がもたらした日
本文化との接触が，もう終わっていることを語ってはい
ないだろうか.
〈二重協奏曲〉をもって，彼の巨大な管弦楽作品は，
以後，創造されていない.そこからしても，この作品は
段落をつけることになった.
ブラームスはいつも質朴であり， <ドイツレクイエム〉
に代表されるように，人々の平安，安息を祈る，非常に
人間的な作曲家である.彼の魂と芸術は，内に深く人間
的苦悩を秘めつつ，すべての人に自らを捧げるためにの
み人生を歩んだのである. しかも徹底して彼自身である
ことを保ち続ける意志，精神力をもっていた.彼の芸術
は，ワーグナーと並んで最後のドイツ的作曲家として
もっとも多く演奏される機会があり世界的な評価を得て
いる.それは完全にドイツ的であり，そのため非妥協的
であり，世界の文化の交流の量が破格的に肥大していく
ヨーロッパの19世紀末において，独自の精神界の維持か
ら言えば危機であった時期に，激流に巻き込まれず，こ
の危機から指一本触れさせぬように固守すること，これ
が西洋音楽の世界が将来も生彩をもっていきつづけてい
ける道であると確信していた。そのことからすれば〈二
重協奏曲〉でみせた日本音楽の理解は，彼の信条からし
ても，日本音楽の伝統を受けたとは悟られないように，
その上で、使った唯一の破格の楽章といえるものである.
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